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大学で

企業で

企業で

巻頭特集巻頭特集

を
学
業
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
生

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
実
務
研
修
も
兼

ね
て
い
る
。
１
時
間
半
の
通
学
時

間
で
新
聞
を
読
む
習
慣
を
身
に
つ

け
た
と
い
う
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

２
年
の
増
沢
あ
か
り
さ
ん
（
20
）

は
、「
ニ
ュ
ー
ス
の
背
景
と
か
関

連
性
な
ど
に
目
が
い
く
よ
う
に
な

り
、
新
聞
の
面
白
さ
を
発
見
し

た
。
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
サ
ポ
ー

ト
に
も
役
だ
っ
た
」
と
話
す
。

　

講
師
の
池
永
尚た

か

嗣し

記
者
は
、
受

講
生
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
踏
ま

え
て
、
小
西
教
授
ら
と
新
年
度
の

授
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
進
め

て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
と
し
て
知
ら

れ
る
山
梨
学
院
大
学
。
競
技
生
活

一
筋
で
育
っ
た
体
育
会
系
の
学
生

に
対
す
る
学
業
支
援
の
一
環
と
し

て
２
０
１
７
年
度
か
ら
始
め
た
の

が
、
新
聞
を
活
用
し
た
課
外
授
業

「
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ
リ
ア
形
成
Ａ
」

（
通
称
読
売
ク
ラ
ス
）
だ
。

　

担
当
の
小
西
順ま

さ

人と

・
現
代
ビ
ジ

ネ
ス
学
部
教
授
（
51
）
に
よ
れ
ば
、

狙
い
は
、
社
会
人
と
し
て
活
躍
す

る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
社
会
意
識

や
行
動
特
性
を
育
て
る
こ
と
に
あ

る
。

　

授
業
は
、
受
講
生
全
員
が
読
売

新
聞
を
読
み
、
学
期
中
、
毎
月
１

回
の
講
義
で
、
ニ
ュ
ー
ス
を
手
が

か
り
に
、
社
会
の
様
々
な
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
力
、
判
断
す
る
力

を
養
う
と
い
う
構
成
だ
。

　

初
年
度
の
登
録
受
講
生
は
20

人
。
陸
上
競
技
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で

法
学
部
４
年
の
松
井
愛よ

し

樹き

さ
ん

（
22
）
は
、「
情
報
に
対
し
て
自
分

の
考
え
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、

意
識
や
価
値
観
が
変
わ
っ
た
」
と

話
す
。

　

こ
の
授
業
は
、
体
育
会
系
学
生

　新聞を活用して高める三つの力のうち、
「書く力」の研修は、わかりやすく正確な文
章を書くことによって、報告書や企画書など
の文書の質と業務の効率を向上させるのが目
標。「読む力」では、現代の膨大な情報の海
から必要なもの、役立つ内容を短時間で選び
とる目を養う。「会話する力」は、話題の引き
出しを増やすとともに、社会的な分析力をア
ップさせ、異世代や異業種の人たちとのスム
ーズなコミュニケーションにつなげる。
　講義やワークショップという集合研修と、
ワークシート、論文添削による通信教育を組
み合わせて継続的な学習ができるのが、研修
の特色だ。若い世代には新聞を定期的に読む
経験がない人も多いので、講義ではまず、新
聞の効率的な読み方を伝授する。記事をもと
にしたワークシートは、読む力と書く力を同時
に高められるよう設問を工夫している。提出
された論文課題は記者である講師が添削し、
講評を付けて返す。時には厳しい指摘もある
が、「報告書が読みやすくなった」など、実践
力がつくとの評価を受けている。

講師料不要
新聞を活用するため、研修期間中は参加者
全員に定期購読してもらう。原則として講師
料や添削料は不要。

新聞活用してスキル磨く
読売新聞社は、社会人や大学生に向け、新聞を活用し
て、「書く」「読む」「会話する」の三つの力を高めても
らう研修プロジェクト「新聞のちから」を展開している。
わかりやすく正確な文章を書くコツ、紙面から短時間
で社会の動きをつかむ読み方など、新聞社ならではの
ノウハウを、ビジネスや研究・勉学の場で生かすプロ
グラムが用意されている。講師を務めるのは取材や記
事添削の経験が豊富なベテラン記者たち。企業や大学
での実際の取り組みを紹介する。

当間記者（右）による文章の書き方講座にのぞむALSOK東京の社員たち

新年度の講義について池永記者（右）と意見交換する山
梨学院大学の受講生

班でまとめた自分たちだけの新聞を披露する東海エンジニアの研修

る
隊
長
に
は
膨
大
な
情
報
を
簡
潔
な

報
告
書
に
ま
と
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
こ
の
ス
キ
ル
を
高
め
る
の
が
狙

い
だ
。
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

務
局
が
２
週
間
に
１
回
、
新
聞
記
事

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
信
し
、
受
講
者

は
記
事
に
即
し
た
６
０
０
文
字
の
小

論
文
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

　

１
月
26
日
に
行
わ
れ
た
集
合
研
修

の
テ
ー
マ
は
「
文
章
が
上
達
す
る
新

聞
記
事
の
読
み
方
」。
同
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
務
局
の
当
間
敏
雄
記
者
が
ニ

ュ
ー
ス
記
事
の
構
造
を
解
説
。「
核

心
情
報
、
原
因
、
結
果
、
影
響
を
意

識
し
な
が
ら
読
む
」「
情
報
の
足
し

算
で
は
な
く
引
き
算
、
情
報
の
断
捨

離
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
、

「
冒
頭
の
一
文
に
最
も
伝
え
た
い
要

素
を
簡
潔
な
形
で
示
し
、
文
章
の
ぜ

い
肉
を
落
と
そ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

書
く
力
の
大
切
さ
学
ぶ

　

受
講
者
の
岡
野
勇
樹
さ
ん
（
32
）

は
「
小
論
文
の
添
削
で
鍛
え
ら
れ

た
」
と
振
り
返
る
。
大
切
な
結
論
を

冒
頭
に
書
い
て
い
る
か
。
論
旨
の
組

み
立
て
に
無
理
は
な
い
か
。
添
削
す

る
当
間
記
者
か
ら
の
指
摘
が
10
か
所

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
三

田
村
忠
明
さ
ん
（
34
）
も
、「
書
き

出
し
が
長
す
ぎ
る
と
３
分
の
２
に
圧

縮
さ
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

ネ
ッ
ト
闇
市
場
か
ら
食
品
ロ
ス
、

気
候
変
動
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の
記

事
を
読
み
、
添
削
指
導
を
受
け
る
う

ち
に
、「
伝
わ
る
文
章
、
一
読
し
て

わ
か
る
報
告
書
を
書
け
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
」
と
２
人
は
口
を
そ

ろ
え
る
。

　

総
務
部
人
事
課
の
池
田
周
一
課
長

代
理
（
45
）
は
「
学
ん
だ
こ
と
を
も

と
に
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル

文
を
見
直
し
た
ら
、
社
員
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
激
減
し
た
。
新
入
社
員

向
け
入
社
手
続
き
案
内
に
い
た
っ
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
ゼ
ロ
」
と
い
う
。

　

同
部
教
育
訓
練
課
の
中
塚
智
巳
課

長
（
50
）
は
「
新
聞
に
は
選
び
抜
か

れ
た
言
葉
が
あ
る
。
文
章
表
現
に
役

立
つ
だ
け
で
な
く
、
話
す
力
も
ア
ッ

プ
す
る
は
ず
」
と
、
研
修
の
成
果
に

期
待
を
寄
せ
た
。

い
う
入
社
１
年
目
の
徳
永
雅
人
さ
ん

（
23
）
は
「
研
修
で
学
ん
だ
通
り
に
、

社
内
リ
ポ
ー
ト
を
結
論
か
ら
書
き
起

こ
し
た
ら
、
先
輩
に
ほ
め
ら
れ
た
。

自
信
が
つ
い
て
き
た
」
と
話
し
て
い

た
。

　
「
知
的
情
報
力
を
高
め
る
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
ょ
う
」。
講
師
の
藤
田
幸

久
記
者
の
声
に
、
受
講
者
は
一
斉
に

朝
刊
を
め
く
り
始
め
た
。
東
海
エ
ン

ジ
ニ
ア
で
は
、
２
月
21
日
の
集
合
研

修
で
「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」
に
取
り

組
ん
だ
。
３
、４
人
の
班
を
作
り
、

関
心
を
持
っ
た
記
事
を
切
り
抜
い

て
、
選
ん
だ
理
由
や
記
事
の
背
景
を

ほ
か
の
参
加
者
に
説
明
す
る
。
班
ご

と
に
話
し
合
い
な
が
ら
、
ト
ッ
プ
記

事
を
決
め
、
自
分
た
ち
だ
け
の
新
聞

を
作
っ
て
い
く
。

　

入
社
間
も
な
い
若
手
と
内
定
者
４

人
の
計
13
人
が
受
講
し
た
。
富
士
通

グ
ル
ー
プ
の
同
社
は
、
競
輪
・
競
馬

場
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の

運
用
・
保
守
を
担
っ
て
お
り
、
社
員

の
ほ
と
ん
ど
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
技
術

的
な
説
明
も
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
向
上
が
、
昨
年
10
月
か

ら
の
研
修
の
目
的
の
一
つ
だ
。

リ
ポ
ー
ト
を
ほ
め
ら
れ
た

　

仮
想
通
貨
を
め
ぐ
っ
て
、
肯
定
、

否
定
派
に
分
か
れ
、
議
論
が
盛
り
上

が
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
別
々
の
職
場
で

働
く
社
員
た
ち
は
、
作
業
を
す
る
間

に
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様
子
だ
。

　

各
班
の
発
表
の
後
、
藤
田
記
者
は

「
皆
さ
ん
の
論
文
を
添
削
し
て
、
個
々

の
筆
力
は
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。
今

日
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
力
も
実
感
し

て
も
ら
え
た
の
で
は
」
と
ま
と
め
た
。

　
「
自
分
と
は
違
う
視
点
や
価
値
基

準
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
内

定
者
の
松
田
詩し

浦ほ

子こ

さ
ん
（
22
）。

書
く
こ
と
に
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
と

興
味
あ
る
記
事
で
新
聞
作
り�

東
海
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
東
京
都
港
区
）

膨
大
な
情
報
を
簡
潔
に�

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
東
京
（
東
京
都
千
代
田
区
）

社
会
人
と
し
て
必
要
な
判
断
力
養
う�

山
梨
学
院
大
学

←ウェブサイトで実例や講師紹介、動画などより詳しい情報を掲載しています��http://kyoiku.yomiuri.co.jp/chikara/ 【お問い合わせ】�読売新聞東京本社�教育ネットワーク事務局��☎�03-6739-6985�（平日10：00～17：00）�

●研修期間と具体例

３か月の場合
新聞ご購読

ワークシート配信　4回程度

論文課題論文課題 ワークショップ講義

●添削例

●講義メニュー例

「核心に迫る」読解法 読む力

フェイクに惑わされない情報収集法読む力
本音を引き出す会話術 会話力

英字新聞で時事英語マスター その他

｢伝わる」文章作成講座 書く力

恥をかかないための「日本語塾」書く力

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
東
京
は
「
書
く
力
を

磨
く
＝
警
備
力
ア
ッ
プ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
昨
年
９
月
か
ら
半
年
間
、
警

●ワークショップ ●ワークシート

まわしよみ
新聞

模擬
記者会見

私の
おススメ記事

継
続
的
な
学
習
で
実
践
力
つ
け
る

研
修
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

書く

読む 会話する

備
隊
長
試
験
合
格
者
ら
15
人
を
対
象

に
し
た
研
修
を
行
っ
た
。
高
層
ビ
ル

や
大
型
商
業
施
設
の
警
備
を
指
揮
す
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新聞で
アクティブ・

ラーニング

新聞＠スクール
セミナー

　

東
京
都
内
の
公
立
中
学
の
国
語

科
教
師
、
そ
し
て
校
長
と
し
て
、

「
出
会
い
が
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
」
を
教
育
理
念
に
新
聞
を
活
用

し
て
き
た
。
人
生
で
出
会
え
る
人

は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
新
聞
を
手

に
す
る
と
記
事
を
通
し
て
、
い
ろ

ん
な
人
と
出
会
え
、
い
ろ
ん
な
経

験
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

今
日
体
験
し
た
報
道
写
真
か
ら

新聞活用学習を考える「新聞＠スクールセミナー」が２月２４日、
東京・大手町の読売新聞東京本社で開かれた。次期学習指導要
領に盛り込まれた「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラ
ーニング）」を、新聞を教材にして行う手法について、全国の小
中高校の教員や大学生ら約８０人が学んだ。参加者からは「参考
になる実践ばかりだった」「学校ですぐにやってみたい」「熱心
な先生たちの話に元気をもらった」などの感想が聞かれた。

　

高
校
と
大
学
で
教
え
て
い
る
と

き
、
新
聞
は
重
要
な
教
材
で
し
た
。

情
報
の
宝
庫
で
あ
り
、
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
次
期
学
習
指
導

要
領
に
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）」

が
盛
り
込
ま
れ
、
新
聞
の
重
要
性
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
紙
面
は
、
子
ど

も
と
社
会
を
じ
か
に
つ
な
い
で
く
れ

る
も
の
で
す
。

　

米
国
、
中
国
、
韓
国
と
比
べ
、
日

本
の
生
徒
は
社
会
参
画
意
識
が
低

い
。
18
歳
選
挙
権
の
実
現
で
主
権
者

教
育
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
が
、

新
聞
を
活
用
す
る
こ
と
で
社
会
問
題

や
政
治
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
社
会

参
画
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
、
学
校
で
の
学
び
は
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
自
ら
学
ぶ

意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
新
聞
に
は

現
実
的
な
問
題
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
主
体
的
な
学
び
を
喚
起
し
や
す

い
。
新
聞
を
読
む
こ
と
は
、
記
事
を

書
い
た
記
者
と
の
対
話
で
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め

に
、
新
聞
を
で
き
る
だ
け
使
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

主
体
性
を
育
む
の
に
、
新
聞

ス
ク
ラ
ッ
プ
は
効
果
的
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
遊
び
心

も
大
切
。
年
度
初
め
に
は
「
新

聞
ビ
ン
ゴ
」
に
取
り
組
み
ま

す
。
児
童
が
各
自
で
記
事
を
選

び
、
そ
の
中
に
教
師
の
選
ん
だ

記
事
が
あ
る
か
ビ
ン
ゴ
形
式
で

当
て
さ
せ
て
、「
新
聞
っ
て
意

外
に
楽
し
い
」
と
感
じ
て
く
れ

る
授
業
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、
保
護

者
に
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
よ
う

に
し
、
児
童
に
つ
い
て
の
共
通

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
東
京
都
杉

並
区
立
高
井
戸
小
の
田
村
香
代
子
教

諭
の
指
導
で
、
新
聞
写
真
か
ら
短
歌

を
詠
む
実
践
に
参
加
者
全
員
が
挑
ん

だ
。

　

教
材
は
、
当
日
の
朝
刊
。
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン昌

五
輪
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女
子

フ
リ
ー
で
舞
う
宮
原
知
子
選
手
の
写

真
を
指
し
、「
短
歌
を
詠
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
さ
ら

に
、「
宮
原　

完
全
燃
焼
」
な
ど
の

見
出
し
、
記
事
を
次
々
に
示
し
て
い

認
識
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
内
に
掲

示
す
る
と
、
話
題
が
共
有
で
き

て
子
ど
も
同
士
の
対
話
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。
教
科
学
習
に

も
発
展
し
、
例
え
ば
世
界
地
図

を
使
っ
た
調
べ
学
習
な
ど
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
１
年
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、
テ
ー
マ
を
決
め
て

気
に
な
る
新
聞
記
事
を
切
り
、

グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
い
な
が

ら
模
造
紙
に
貼
っ
て
独
自
の
新

聞
を
作
る
「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ま
で
交
流
の
な
か
っ
た
生
徒
と

話
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
衆
院
選
の
際
に
は
、

図
書
館
か
ら
の
発
信
と
し
て
、

新
聞
の
比
べ
読
み
を
特
集
し
た

紙
面
を
作
っ
て
、
各
教
室
に
掲

示
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
職
員

室
前
に
は
新
聞
を
置
く
な
ど
、

生
徒
が
い
つ
で
も
手
に
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
国
語
の
授
業
で
生
徒
が
作

っ
た
新
聞
を
家
庭
科
と
美
術
で

も
評
価
す
る
な
ど
、
教
科
横
断

型
の
授
業
も
意
識
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

の
短
歌
作
り
や
、
ま
わ
し
よ
み
新

聞
を
ぜ
ひ
学
校
で
も
実
践
し
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
ほ
か
の
先
生
方
に

も
広
げ
て
ほ
し
い
。

　

記
者
の
出
前
授
業
を
頼
む
方
法

も
あ
る
。
プ
ロ
と
の
出
会
い
は
子

ど
も
を
感
動
さ
せ
る
は
ず
だ
。
プ

ロ
の
力
を
生
か
し
な
が
ら
新
聞
で

子
ど
も
を
育
て
て
い
き
た
い
。

記
事
を
通
じ
て
多
く
の
出
会
い　

読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
秋
山
純
子
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

「
新
聞
ビ
ン
ゴ
」
で
興
味
引
き
出
す

東
京
都
文
京
区
立
関
口
台
町
小
　
菅
井
和
生
教
諭

衆
院
選
新
聞
を
比
べ
読
み

京
都
学
園
中
学
高
等
学
校（
京
都
市
）　
伊
吹
侑
希
子
司
書
教
諭

子どもと社会つなぐ新聞　文部科学省初等中等教育局　大滝一
かず

登
のり

 視学官

写真と記事で短歌 東京都杉並区立高井戸小 田村香代子 主任教諭

く
。
参
加
者
は
10
分
間
で
の
短
歌
作

り
に
取
り
組
ん
だ
。

　

オ
ペ
ラ
「
蝶

ち
ょ
う
ち
ょ
う々

夫
人
」
の
曲
に

乗
っ
た
宮
原
選
手
の
滑
り
の
様
子

が
、
写
真
や
記
事
か
ら
伝
わ
る
。
今

春
教
員
に
な
る
大
学
生
は
「
テ
レ
ビ

で
演
技
を
見
た
。
き
れ
い
だ
っ
た
か

ら
感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
い
」

と
話
し
、「
あ
り
が
と
う　

す
て
き

な
蝶
　々

は
ば
た
い
た　

僕
は
お
く

る
よ　

金
メ
ダ
ル
」
と
詠
ん
だ
。

　

田
村
教
諭
は
「
新
聞
写
真
を
使
っ

た
短
歌
作
り
で
は
、
写
真
、
見
出
し
、

記
事
と
い
う
非
連
続
な
学
習
素
材
の

読
み
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

短
歌
に
込
め
た
思
い
を
言
葉
に
し
て

説
明
す
る
力
も
育
つ
」
な
ど
と
解
説

し
た
。

　

担
任
す
る
ク
ラ
ス
で
は
日
常
的
に

新
聞
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
、「
子
ど
も

に
と
っ
て
新
聞
が
身
近
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
。
国
分
寺
市
の
前
任
校

◆
実
践
報
告

◆
ま
と
め

◆
基
調
講
演

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
実
践
講
習
）

で
は
「
６
年
生
が
自
分
た
ち
で
、
学

校
の
様
子
を
ま
と
め
た
手
作
り
新
聞

を
地
域
に
配
る
こ
と
を
発
案
し
、
学

校
と
地
域
の
懸
け
橋
に
な
っ
た
」
な

ど
と
、
児
童
の
主
体
性
を
育
む
学
習

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

た
。

作った短歌を披露し合って交流する小中高校の教員ら

2月２４日朝刊運動面の宮原選手の写真から詠まれた短歌

日
常
的
な

取
り
組
み

新聞スクラップ 毎回テーマを設定し、気になる記事
を選び、その理由や感想を書く

4コママンガの文章化 起承転結に着目して説明し、オチを
見つける

言葉の貯金箱 気になる新聞の見出しを切りため、
テーマを決めて紙にまとめる 

総
合
的
な

取
り
組
み

誕生日新聞 生まれた日の新聞を今と比較し、思
い出、目標をまとめる 

スクラップ新聞 テーマを決めて記事を集め模造紙大
の新聞を作る

■田村教諭の新聞を活用したその他の実践例

　読売新聞が教育面と地域版で、昨年秋から始めた新
企画。子どもたちに新聞から社会を知ってもらいたい

─。そんな思いを込め、記者や報道カメラマンが教室に出向いて「出前
授業」を行い、その模様を紙面で紹介しながら、新聞を使ったことがない
先生にもヒントとなる記事を掲載している。
　２０００年から開催してきた勉強会「ＮＩＥセミナー」も、さらに多くの先生
に新聞を活用してもらうため、紙面と連動させ「新聞＠スクールセミナー」
とし、内容をより充実させた。
　出前授業で要望が多いテーマは、 ①新聞の読み方 ②キャリア教育（記
者の仕事・新聞社の役割） ③新聞作り・文章の書き方・取材のまとめ方、
の順番になっている。このほか、教員研修や主権者教育、情報リテラシー
なども増えている。
　出前授業は無料。申し込みは読売教育ネットワークのウェブサイトから。

教育ネットワーク事務局　☎０３・３２１７・１９６６
http://kyoiku.yomiuri.co.jp/

記者が出前授業 新聞活用のヒントに

問い合わせ

リポートリポート
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第11回

第11回全国高等学校英語スピーチコンテスト
（全国英語教育研究団体連合会主催、読売新聞社など後援）が２月11日、

東京・代々木の国立オリンピック記念青少年総合センターで開かれた。
全国９ブロックの地区大会を勝ち進んだ高校生18人が出場し、

第１部は高知・土佐高２年の小松梨那子さん、
第２部は神戸市立葺合高２年のグリア鷹さんがそれぞれ優勝した。

＊英語圏に通算１年以上住んだ経験がない生徒らが第１部に、英語圏で通算１年以上暮らしたことがある生徒らが第２部にそれぞれ出場した。

　

18
歳
選
挙
権
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、

「
あ
な
た
の
声
を
届
け
よ
う
」
と
会
場
の

生
徒
た
ち
に
投
票
を
呼
び
か
け
た
。

　

今
年
の
夏
に
18
歳
に
な
る
小
松
さ
ん

は
、
選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

２
０
１
６
年
の
参
院
選
に
つ
い
て
調
べ

た
。
18
歳
の
投
票
率
が
51
％
、
19
歳
が
40

％
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
、「
な
ぜ
こ
ん
な

に
若
者
の
投
票
率
は
低
い
の
だ
ろ
う
」
と

思
っ
た
。

　

高
知
県
議
会
議
員
に
会
い
に
行
き
、
疑

問
を
ぶ
つ
け
る
と
、
60
歳
以
上
の
投
票
率

は
75
％
に
上
り
、
全
投
票
者
の
40
％
を
占

め
る
こ
と
、
政
治
家
が
当
選
す
る
た
め
に

高
齢
者
寄
り
の
政
策
を
掲
げ
る
こ
と
な
ど

を
問
題
提
起
さ
れ
た
。
さ
ら
に
都
市
部
に

比
べ
て
地
方
選
挙
で
は
１
票
が
重
く
、
北

海
道
の
い
く
つ
か
の
地
域
で
は
１
票
で
当

落
が
決
ま
っ
た
り
、
埼
玉
県
で
は
票
数
が

同
じ
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
と
教

え
ら
れ
た
。

　

１
票
の
重
さ
を
知
り
、
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
外
国
の
政
治
情
勢
も
調
べ
た
。
す

る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
投
票
に
よ
る
Ｅ

Ｕ
離
脱
や
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
た

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
な
ど
、
大
き
な
政

治
変
化
が
起
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
10

代
の
若
者
の
投
票
率
が
低
い
こ
と
を
知
っ

た
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
危
機
感
を
抱
き
、

「
変
え
た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
政
治
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
元
で
の
投
票

行
動
が
、
全
国
を
変
え
る
。
あ
な
た
の
声

を
届
け
よ
う
」
と
若
者
た
ち
に
訴
え
た
。

　

昨
年
も
全
国
大
会
に
出
場
し
た
が
、
入

賞
が
か
な
わ
な
か
っ
た
小
松
さ
ん
は
「
悔

し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
、
早
く
か
ら
準
備
を

始
め
た
の
が
よ
か
っ
た
。
ま
だ
信
じ
ら
れ

な
い
…
…
」
と
喜
び
を
か
み
し
め
た
。
こ

れ
か
ら
も
英
語
を
精
一
杯
勉
強
し
、「
将

来
は
世
界
の
人
達
と
友
好
な
関
係
を
築
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
目
標
を
語
っ
た
。

　
「
私
の
顔
を
見
た
と
き
、
最
初
に
心
に

浮
か
ん
だ
単
語
は
『
ハ
ー
フ
』
で
し
た

ね
」。
ス
ピ
ー
チ
の
冒
頭
、
そ
う
語
り
か

け
て
聴
衆
を
引
き
つ
け
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
日
本
人
の
母
親
と
イ
ラ

ン
人
の
父
親
を
も
つ
ハ
ー
フ
。
イ
ラ
ン
や

南
北
ア
メ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の
国
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
二
重
国
籍
が
認
め
ら
れ
て
い

る
の
に
、
日
本
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
問

題
提
起
し
た
。「
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
日

本
国
籍
か
イ
ラ
ン
国
籍
か
を
選
択
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
で
も
そ
れ
は
、『
父
母

　

朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
く
父
親
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
過
労

死
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
日
本
の
労
働

時
間
が
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
加
盟
国
の
中
で
も
最
も
長
く
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
も
多
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
亭
主
元
気
で
留
守
が
い
い
」
と
い

う
Ｃ
Ｍ
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
多
く
の
主
婦

が
夫
の
働
き
過
ぎ
を
問
題
視
し
て
い
な
い

と
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
っ
た
。

　

大
手
広
告
会
社
・
電
通
（
東
京
）
の
新

入
社
員
で
、
過
労
自
殺
し
た
高
橋
ま
つ
り

さ
ん
（
当
時
24
歳
）
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投

稿
し
た
「
生
き
る
た
め
に
働
く
の
か
、
働

　
「
部
屋
に
い
る
ゾ
ウ
」
と
は
英
語
の

慣
用
句
で
誰
も
が
口
に
す
る
の
を
は
ば

か
る
よ
う
な
問
題
の
こ
と
を
指
す
。
精

神
疾
患
を
抱
え
た
人
々
を
タ
ブ
ー
視
す

る
の
で
は
な
く
、
心
の
う
ち
を
吐
露
さ

せ
て
、
専
門
家
に
橋
渡
し
す
る
活
動
を

進
め
る
カ
ナ
ダ
の
団
体
の
名
称
で
も
使

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
題
名
に
し
た
グ
リ
ア
さ
ん
に

は
、
重
症
の
不
安
障
害
を
抱
え
る
ル
ー

カ
ス
と
い
う
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
い
る
。

　

午
後
８
時
、
グ
リ
ア
さ
ん
が
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
見
て
い
る
と
、
ル
ー
カ
ス

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
る
。「
５
階
建

て
の
建
物
で
ど
ん
な
風
に
生
活
し
て
い

る
か
わ
か
る
？ 

飛
び
降
り
な
き
ゃ
、

っ
て
感
じ
る
ん
だ
」

　

ス
ピ
ー
チ
の
冒
頭
、
こ
ん
な
重
苦
し

い
状
況
を
描
写
し
て
い
っ
た
。「
初
め

　

最
初
に
韓
国
語
、
中
国
語
、
ロ
シ
ア

語
で
話
し
始
め
て
驚
か
せ
た
。
そ
し

て
、
英
語
で
「
自
分
の
知
ら
な
い
言
語

を
話
す
人
が
ひ
し
め
く
部
屋
に
い
る
と

想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
感
じ
で

す
か
。
興
奮
す
る
？ 

好
奇
心
に
駆
ら

れ
る
？ 

そ
れ
と
も
怖
く
な
る
か
、
不

安
に
な
る
か
、
用
心
深
く
な
る
？
」
と

テ
ン
ポ
よ
く
畳
み
掛
け
た
。

　

自
分
が
小
さ
い
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
人

と
の
ハ
ー
フ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
ガ

イ
ジ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
笑
わ
れ
た
こ
と
、

最
近
韓
国
人
の
親
子
が
大
阪
で
日
本
人

の
男
に
蹴
ら
れ
、
汚
い
こ
と
ば
を
投
げ

か
け
ら
れ
た
、
と
報
じ
ら
れ
た
テ
レ
ビ

の
こ
と
な
ど
を
取
り
上
げ
、「
日
本
人

は
自
分
の
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
恐
れ

る
傾
向
が
あ
る
の
だ
、
と
思
い
つ
い
た
」

外
務
大
臣
賞
に
グ
リ
ア
さ
ん 

第
２
部

文
部
科
学
大
臣
賞
に
小
松
さ
ん 

第
１
部

二
重
国
籍
を
認
め
て

愛
知
県
立
尾び
北ほく
高
２
年
（
東
海
北
陸
）　

長
谷
川
心し

那な 

さ
ん

あ
な
た
の
声
を
届
け
よ
う

土
佐
高
２
年
（
四
国
）　

小
松
梨り

那な

子こ�

さ
ん

と
話
し
た
。

　

二
重
国
籍
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
三

つ
の
利
点
が
あ
る
と
説
明
。
日
本
政
府
が

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
多
額
の
予
算
を
つ
ぎ
込
ん

で
多
く
の
学
生
を
留
学
さ
せ
て
い
る
が
、

ハ
ー
フ
が
そ
の
役
割
を
担
え
る
な
ど
と
強

調
。
多
く
の
国
の
文
化
を
理
解
す
る
ハ
ー

フ
は
世
界
平
和
に
も
貢
献
で
き
る
と
し

て
、「
二
重
国
籍
を
認
め
れ
ば
、
日
本
の

安
全
と
繁
栄
、
そ
し
て
世
界
平
和
を
確
実

に
す
る
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
」
と
訴
え
た
。

　
「
緊
張
感
を
持
っ
て
練
習
し
て
き
た
の

で
、
本
番
は
全
然
緊
張
し
な
か
っ
た
。
満

足
の
い
く
結
果
」。
そ
う
話
す
長
谷
川
さ

ん
は
「
や
っ
と
大
会
が
終
わ
っ
た
」
と
ほ

っ
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
た
。

を
引
用
し
な
が
ら
、
中
学
校
で
は
半
数
が

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
残
業
し
て
い
る

と
言
わ
れ
る
教
員
、
父
親
、
そ
し
て
未
来

の
自
分
に
向
け
て
、
働
き
方
改
革
を
提

案
。「
ま
つ
り
さ
ん
の
言
葉
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
」と
ス
ピ
ー
チ
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
父
の
こ
と
も
あ
り
、
過

労
死
は
身
近
な
問
題
だ
っ
た
。
今
ま
で
で

一
番
の
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

全 国 高 等 学 校 英 語 スピーチコンテスト

を
深
め
る
教
育
の
必
要
性
と
、
異
な
っ

た
国
籍
の
人
た
ち
と
一
緒
に
自
然
災
害

や
水
不
足
な
ど
の
問
題
を
一
緒
に
考
え

る
共
同
作
業
の
有
効
性
を
挙
げ
、「
受

け
入
れ
る
こ
と
」
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

亜
仁
香
さ
ん
は
、
２
年
前
同
じ
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
第
2
部
で
第
1
位

だ
っ
た
東
恩
納
盛じ

ょ
な南
さ
ん
の
妹
で
、
兄

妹
そ
ろ
っ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
「
い
っ
つ
も
盛
南
を
追
い
か
け
て
き

た
の
で
、
２
位
は
ち
ょ
っ
と
悔
し
い
け

ど
、
ベ
ス
ト
は
尽
く
し
ま
し
た
」
と
満

足
そ
う
だ
っ
た
。

し
た
と
き
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
ん

だ
ろ
う
と
本
当
に
焦
り
ま
し
た
」
と
グ

リ
ア
さ
ん
。
今
回
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
き
っ
か
け
に
、「
深

刻
な
問
題
だ
。
調
べ
な
き
ゃ
」
と
調
べ

て
み
た
こ
と
、
不
安
障
害
を
抱
え
た

人
々
の
周
囲
の
人
間
が
ど
う
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
な
ど
を
、切
々
と
訴
え
た
。

　

父
親
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
で
、
日

本
育
ち
。
１
年
生
の
と
き
に
校
内
選
考

で
選
ば
れ
た
が
、
兵
庫
県
内
で
５
位
だ

っ
た
の
が
悔
し
か
っ
た
。「
去
年
か
ら

一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
の
で
、
結
果
が

出
て
、
素
直
に
う
れ
し
い
」
と
長
身
の

グ
リ
ア
さ
ん
は
は
に
か
ん
で
口
元
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
た
。

受
け
入
れ
る
こ
と

沖
縄
県
・
沖
縄
尚
学
高
１
年
（
九
州
）　

東ひ
が

恩お
ん

納な

亜あ

に

か

仁
香 

さ
ん

幸
福
へ
の
道

さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高
１
年
（
関
東
甲
信
越
）　

佐
藤
萌ほ

の

香か�

さ
ん

部
屋
に
い
る
ゾ
ウ

神
戸
市
立
葺ふき
あ
い合

高
２
年
（
近
畿
）　

グ
リ
ア
鷹�

さ
ん

The Elephant in the Room
読売新聞社賞

全英連会長賞 読売新聞社賞第3位 第２位

第２位

文部科学大臣賞・文部科学大臣杯

外務大臣賞・外務大臣杯
Acceptance

The Road to Happiness Allow Me to Have Two Passports Make Your Voice Heard

と
い
う
。

　

そ
し
て
こ
う

し
た
問
題
を
克

服
す
る
た
め

に
、
相
互
理
解

て
こ
ん
な

メ
ッ
セ
ー

ジ
を
目
に

く
た
め
に
生

き
る
の
か
」

と
い
う
言
葉

審査委員長の鳥飼玖美子さん（左）
から表彰を受ける小松梨那子さん

第1位

第1位

英 語 で 熱 く ア ピ ー ル

の
ど
ち
ら
を

よ
り
愛
し
て

い
る
か
』
と

聞
か
れ
る
く

ら
い
、
難
し

い
決
断
だ
」

リポートリポート
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■ 

相
棒
ロ
ボ
ッ
ト
も
投
入

　
「
白
揚
げ
な
い
で
赤
揚
げ
て
」

　
「
赤
揚
げ
た
ま
ま
白
揚
げ
て
」

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
ロ
ボ

ッ
ト
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
か
け
声
に
合

わ
せ
、
手
足
の
動
く
ロ
ボ
ッ
ト

Ｒラ

ピ

ロ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
と
地
域
の
小
学
生
ら

が
紅
白
の
旗
を
上
げ
下
げ
す
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
パ
ッ
パ
ッ
と
切
り

替
え
る
が
、
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
の
動
き

は
ち
ょ
っ
ぴ
り
緩
慢
だ
。

　
「
あ
れ
、
白
旗
が
揚
が
ら
な
い
よ
」

　
「
ど
う
し
た
の
か
な
？
」

　
「
あ
、
動
い
た
、
よ
か
っ
た
…
…
」

　

旗
揚
げ
ゲ
ー
ム
を
作
っ
た
の
は
蓮

尾
瑞
月
さ
ん
（
17
）、
佐
藤
百
恵
さ

ん
（
17
）、
高
西
恵
菜
さ
ん
（
17
）

の
３
人
組
だ
。
昨
夏
は
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ａ
を

使
っ
た
理
科
実
験
を
行
っ
た
が
、
準

備
不
足
な
ど
で
実
験
が
う
ま
く
い
か

ず
、
今
回
は
リ
ベ
ン
ジ
。「
よ
り
質

が
高
い
授
業
を
行
い
た
い
」
と
、
Ｓ

Ｏ
Ｔ
Ａ
の
相
棒
と
し
て
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
も
参
加
さ
せ
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
に
仕
事
を
さ
せ
る
た
め

に
は
、
目
標
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の

手
順
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
指
示
内
容
を

ま
と
め
た
命
令
文
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

３
人
は
昨
夏
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自

動
生
成
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「P

プ

リ

ン

テ

プ

ス

RIN
T
EPS

」
を
使
っ
た
が
、「
プ

ロ
グ
ラ
ム
そ
の
も
の
を
作
っ
て
み
た

い
」
と
奮
起
。
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
が
旗

を
持
つ
と
き
の
腕
の
角
度
を
自
分
た

ち
で
決
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
き
換

え
た
。

■ 

未
知
の
世
界
に
挑
戦

　

ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
権
藤
遼
さ
ん

（
10
）
は
、「
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
指
示
通
り

に
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
が
動
い
た
の
で
驚

い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
高
校

生
は
す
ご
い
」
と
話
す
。
だ
が
、
全

て
が
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

蓮
尾
さ
ん
ら
は
当
初
、
発
汗
・
心

拍
測
定
セ
ン
サ
ー
を
駆
使
し
て
ウ
ソ

を
見
抜
く
ゲ
ー
ム
を
作
ろ
う
と
し

た
。
サ
ポ
ー
ト
す
る
慶
大
の
髙
橋
正

樹
准
教
授
（
40
）、
萬

よ
ろ
ず

礼あ
や
の
り応
特
任
助

教
（
30
）
も
意
欲
的
な
企
画
と
注
目

し
た
が
、「
セ
ン
サ
ー
の
測
定
値
分

析
が
難
し
か
っ
た
」
と
断
念
し
た
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ａ
が
子
ど
も
た
ち
と
行
う

し
り
と
り
ゲ
ー
ム
も
、
直
前
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
エ
ラ
ー
が
見
つ
か
り
実
施

で
き
な
か
っ
た
。

　

担
当
し
た
小
田
み
づ
き
さ
ん

（
17
）
と
山
口
琴
音
さ
ん
（
17
）
は

「
も
っ
と
早
め
に
準
備
し
て
い
れ
ば

…
…
」
と
残
念
が
る
。

　

２
人
に
と
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

は
未
知
の
世
界
だ
っ
た
。
入
門
書
を

手
に
、「
最
初
は
足
し
算
と
掛
け
算
。

で
、
次
は
条
件
を
満
た
し
た
場
合
と

満
た
し
て
い
な
い
場
合
の
関
数
。
細

か
い
ル
ー
ル
も
あ
っ
て
戸
惑
い
ま
し

た
」
と
、
小
田
さ
ん
。

　

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

「
一
つ
一
つ
の
関
数
、
式
に
意
味
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
面
白
く
な
っ

て
き
た
」
と
山
口
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

指
導
し
た
萬
特
任
助
教
は
「
や
り

た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
の
は
評
価
で

き
る
。
情
報
工
学
を
専
攻
す
る
大
学

１
年
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
」
と
話
す
。

　

し
り
と
り
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

高校生たちがプログラミングしたゲームで、子どもたちはロボットとゲームを楽しんだ

授業後、小学生にロボットを動かすアプリPRINTEPSの
仕組みを教える小田さん（右）

ロボットとゲームのプログラム作り

スーパーサイエンスハイスクール
市川高校は、文部科学省の指定を受けて先進的な理数教育を
行うスーパーサイエンスハイスクール。生徒たちはグループ
ごとに興味を持った課題に取り組み、実験を重ね研究結果と
してまとめる。慶大との連携もこの一環として行われた。

千葉・市川高

驚
か
さ
れ
た
と
い
う

の
は
高
橋
准
教
授
。

「
私
た
ち
だ
っ
た
ら

完
璧
な
単
語
リ
ス
ト

を
用
意
し
、
絶
対
に

負
け
な
い
ゲ
ー
ム
を

作
る
。
で
も
、
２
人

は
小
学
生
を
楽
し
ま

せ
る
た
め
、
わ
ざ

と
『
ん
』
の
つ
く
言

葉
を
登
録
し
、
負
け

る
ゲ
ー
ム
を
開
発
し

た
。
と
て
も
柔
ら
か

い
発
想
だ
」。

　ロボットをアシスタントにしたゲームを
楽しもう―。高校生が小学生にロボット
の面白さや可能性などを教える特別講座
が3月10日、私立市川高校（千葉）で行
われた。昨年7月に続く試みで、慶應義
塾大学の研究チームのサポートを受けた
2年生5人は、旗揚げやしりとりゲームの
プログラム作りに挑戦した。

柔軟な発想
で

チ

ャレ
ンジ

R
A PIR O
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読
売
新
聞
社
が
小
中
学
校
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
写
真
出
前
授
業

「
見
る
・
撮
る
・
伝
え
る
」（
協
力
・

キ
ヤ
ノ
ン
）
に
参
加
し
た
児
童
生

徒
の
作
品
展
「
こ
ど
も
の
目
線
」

が
、
３
月
、
東
京
・
大
手
町
の
読

売
新
聞
東
京
本
社
で
開
か
れ
た
。

本
格
ス
タ
ジ
オ
で

家
族
を
撮
影

　

会
場
奥
の
写
真
ス
タ
ジ
オ
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
家
族
を
撮
影

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
ス

タ
ジ
オ
に
は
大
型
ス
ト
ロ
ボ
２

灯
、
レ
フ
板
、
バ
ッ
ク
ペ
ー
パ
ー

が
備
え
ら
れ
、
写
真
出
前
授
業
の

講
師
を
務
め
る
横
山
聡
記
者
（
読

売
新
聞
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

局
）が
撮
り
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

４
月
か
ら
６
年
生
の
柳
澤
舞ひ

ら

莉り

さ
ん
（
11
）（
茨
城
県
つ
く
ば
市

立
今
鹿
島
小
）
は
、
父
の
会
社
員

貴
志
さ
ん
（
42
）
と
母
の
琴
美
さ

ん
を
撮
影
し
た
。
舞
莉
さ
ん
は
三

脚
に
固
定
さ
れ
た
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
を
前
に
、
ち
ょ
っ
と
緊
張
気

味
。
貴
志
さ
ん
と
琴
美
さ
ん
が

色
々
な
ポ
ー
ズ
を
と
り
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
次
々
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
た
。
プ
リ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た

舞
莉
さ
ん
は
「
ポ
ー
ズ
の
注
文
を
つ

け
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
き

れ
い
に
撮
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。

2018年度も約20校で
　写真出前授業は2007年度にス
タートした。キヤノンから提供を受け
た一眼レフカメラを約1週間、自由
に使って写真を撮ることができるの
が特徴だ。授業は計3回で、最初
の授業では撮り方やカメラの扱い方
について写真記者がアドバイス。2
回目に作品を1枚選んでタイトルと
説明文を書く。3回目の授業で、選
んだ写真を一人ひとりクラスメートに
紹介する。詳しくはウェブサイトへ

写真出前授業

写真展「こどもの目線」

http://kyoiku.yomiuri.co.jp/torikumi/haken/camera/contents/post-164.php

２
０
１
７
年
度
の
参
加
校
19
校
の

子
ど
も
た
ち
が
選
ん
だ
「
こ
の
１

枚
」
を
パ
ネ
ル
展
示
と
ス
ラ
イ
ド

映
写
で
紹
介
。
瑞
々
し
い
感
性
で

切
り
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
世
界

に
、
訪
れ
た
大
人
た
ち
も
引
き
込

ま
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

　

キ
ヤ
ノ
ン
が
小
学
生
向
け
に
行

っ
て
い
る
写
真
教
室
「
ジ
ュ
ニ
ア

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
ズ
」
の
作
品

も
展
示
さ
れ
た
。

手
書
き
の
タ
イ
ト
ル
と

説
明
文

　

会
場
の
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

は
、
約
１
２
０
点
を
パ
ネ
ル
で
展

示
。
そ
れ
以
外
の
作
品
は
大
型
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
ス
ラ
イ

ド
映
写
し
た
。
パ
ネ
ル
展
示
の
作

品
の
下
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
考
え
た
タ
イ
ト
ル
と
説
明
文
の

手
書
き
の
文
字
を
、
そ
の
ま
ま
コ

ピ
ー
し
て
貼
り
出
し
た
。

　
「
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
て
す
ぐ

に
洋
服
を
ぬ
ぎ
す
て
て
お
ふ
ろ
を

出
て
散
ら
か
っ
て
い
る
所
を
見
た

け
ど
、『
ま
ぁ
い
っ
か
』
っ
と
思

い
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
…
…
」

（
小
学
６
年
女
子
）

　
「
日
曜
日
に
、
な
ん
と
な
く
寄

っ
た
公
園
で　

な
ん
と
な
く
ブ
ラ

ン
コ
に
乗
っ
て　

な
ん
と
な
く
撮

り
ま
し
た
」（
中
学
２
年
女
子
）

　

説
明
文
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
ば

か
り
で
、
読
み
な
が
ら
う
な
ず
い

た
り
、
微
笑
ん
だ
り
す
る
人
も
多

か
っ
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
は
学
校
別
に
時
間
を

区
切
っ
て
映
写
。
会
場
を
訪
れ
た

子
ど
も
た
ち
と
家
族
は
、
自
分
や

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
作
品
に
歓
声
を

上
げ
た
。

カメラに向かう
柳澤舞莉さん

舞莉さんが撮った
両親の写真

パ
ネ
ル
と
ス
ラ
イ
ド
で
作
品
紹
介自 羽由 ば発 くな た想 感 性

リポート
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海
外
で
学
ぶ
・
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

英
ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
校

「
劣
等
感
の
克
服
」

関
西
学
院
大
学
千
里
国
際
高
等
部（
大
阪
府
）卒
、ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
校
２
年（
執
筆
時
）

直な
お

田た

彩あ
や

加か

さ
ん

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0003896026でお読みいただけます。

39

ロンドン大学 
ロイヤルホロウェイ校

ロンドン大学のカレッジの一
つでキャンパスはロンドン近
郊のサリー州エガム。1879年
に創設され、学生総数は9966
人。このうち1974人は英国、
欧州連合（EU）諸国以外の国・
地域からの留学生。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェローシップ」のメンバーが、海外の
キャンパスライフをリレー連載します。留学フェローシップの詳細はウェブサイトへ。 http://ryu-fellow.org

の
高
い
教
育
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

だ
。
専
攻
す
る
政
治
学
・
国
際
関
係

学
（
Ｐ
Ｉ
Ｒ
）
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ

ウ
ェ
イ
で
は
常
に
新
し
い
研
究
が
さ

れ
て
お
り
、
学
べ
る
環
境
が
と
て
も

充
実
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
週
に
一

度
、
大
学
関
係
者
を
対
象
に
公
開
講

座
が
開
か
れ
、
学
生
は
常
に
新
し
い

研
究
に
出
会
え
、
教
授
と
対
等
に
討

論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
プ
ッ

ト
が
多
く
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
少
な

い
日
本
と
は
対
照
的
に
、
意
見
を
述

べ
る
こ
と
に
重
き
を
置
く
た
め
、
そ

れ
が
私
に
は
と
て
も
刺
激
的
で
、
魅

力
的
に
感
じ
た
。

　

日
本
で
は
、
授
業
中
に
発
言
す
る

機
会
が
少
な
い
。
私
は
、
自
分
の
意

見
を
持
っ
て
い
て
も
、
大
勢
の
前
で

失
敗
を
し
て
恥
を
か
く
の
が
怖
く

て
、
発
言
を
た
め
ら
う
の
が
常
だ
っ

た
。
毎
日
の
よ
う
に
討
論
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
政
治
・
国
際
関
係
学
の

学
生
と
し
て
は
致
命
的
だ
っ
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
場
は
、
知
識
を
得
る
だ
け
で

は
な
く
、
英
語
表
現
の
正
誤
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
自
信
を
持
っ
て
発
言
す

る
力
を
つ
け
て
く
れ
た
。

　

そ
し
て
、
私
の
周
り
に
は
、
自
分

を
肯
定
す
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

素
晴
ら
し
い
友
達
が
で
き
た
。
た
わ

い
の
な
い
会
話
か
ら
、（
社
会
問
題

な
ど
の
）
真
剣
な
話
ま
で
で
き
る
友

達
と
出
会
い
、
彼
ら
と
一
緒
に
過
ご

し
て
い
る
時
間
が
多
く
な
る
に
つ
れ

Britain

University
of London
University
of London

London

て
、
自
分
が
劣
等
感
を

持
っ
て
い
た
こ
と
も
忘

れ
、
居
心
地
が
よ
く
な

っ
て
い
っ
た
。
一
人
の

友
人
は
私
の
こ
と
を
、

日
欧
の
文
化
、
考
え
方

の
違
い
を
隠
そ
う
と
し

な
い
と
こ
ろ
が
好
き

だ
、
と
言
っ
て
く
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
今
私
は

何
ら
た
め
ら
い
な
く
話

を
し
て
い
る
し
、
違
い

に
劣
等
感
を
感
じ
る
こ

と
も
な
い
。

　

そ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
場
所
を
離
れ

る
こ
と
は
容
易
で
は
な

く
、
努
力
を
要
す
る
こ

と
も
多
い
。
し
か
し
、

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ
ウ
ェ
イ

は
、
一
人
の
人
間
と
し

て
自
信
を
つ
け
た
い
と

い
う
私
の
目
的
を
か
な

え
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
る
場
所
で
あ
る
。
人

種
や
文
化
の
違
い
を
乗

1年の終わりと、夏の始まりを祝う大学主催のパーティーで
友人と。直田彩加さん（右）＝本人提供

ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ
ウ

ェ
イ
校
で
の
時
間
は
、
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
実
り
多
く
、
有
意
義
な
も
の

り
越
え
、
日
本
人
と
し
て
、
意
見
を

持
っ
た
一
個
人
と
し
て
、
自
己
を
肯

定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
困
難
に
直
面
す
る
だ
ろ
う

が
、
こ
こ
で
得
た
も
の
は
そ
れ
以
上

に
大
き
く
、
自
分
を
見
失
わ
な
い
強

さ
を
育
ん
で
く
れ
た
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
７
年
９
月
21
日
）

と
な
っ
て
い
る
。
世
界
中
か
ら
集
ま

っ
た
同
士
と
共
に
過
ご
す
時
間
は
、

私
に
物
事
の
視
野
を
広
げ
さ
せ
、
も

っ
と
広
が
っ
た
世
界
へ
と
導
い
て
く

れ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
自
分
に

自
信
が
つ
き
、
他
人
と
の
違
い
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
は
13
歳
の
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
１
年
間
滞
在
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
環
境
と
は
全
く
異
な
っ

た
場
所
で
、
友
達
と
う
ま
く
し
ゃ
べ

れ
ず
、
授
業
で
も
黙
っ
て
し
ま
い
、

や
る
せ
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
。
こ
ん

な
経
験
か
ら
、
他
人
に
対
し
て
劣
等

感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
留

学
を
決
め
た
の
は
、
自
分
が
抱
え
る

困
難
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
文
化

の
違
い
に
伴
う
自
信
の
喪
失
を
克
服

す
る
た
め
だ
っ
た
。

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
を
選
ん
だ

理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
由
緒
の
あ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
そ
し
て
何
よ
り
、
満
足
度

リレーエッセー
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